
計35韻母
ゼロ- w- J- JW-

/阿日 般wa 牙j:l j 

l哀αj . � waj 援j"j j 

j"j <奥日 / 要jaw j 
|安川 槽wal1 顔j叫 述jwai1
土I1aB 網W:l9 羊j"9 / 
l餓a 筒、V;) / 刀jW;)

I �長;)j 為、.v;)j j j 
j;)/欧;)w / 尤j;)W / 

|恩;)11 ./ / / 
登句 / / / 

下町資i / 衣妻ji 雨jwi

/i! \ / / 陰jil1 雲jwin
\! / 英ji9 / 

j兵u / . j / 

/u/ (敦un / / / 
l東u9 / 用jU9 / 

L， M， Hartmann氏の解釈では， /u/を/wi/と解釈し従っ
て，主母音/u/を抹設するが，それは妥当でない。('i'he Seg­
menbJ phonemes of Peiping ，li"lect， L:山gu:'ge xx-Nol)， 

詳細はいま省略「る。

U f釘母系
腐 音・

E韻母系

中圏諸昔線論ミ漢昔果音
明保

北京官話 I母音系 E韻母系 llii'笥母系
「中原音韻」の音系 工母音系 E声母系 E筒母系

中古漢語「広韻」の音系 I序説 E母音系
E韻母系 lV声母系

第四節 上古器産諮〈摘録〕

本稿は音韻論phonernicis の方法を用いて中国語の音系を解
釈し， 併せてその結論から淡背央省との関係を考察したものでゐ

.る。上.��英語(帰泰淡貌)，中古漢詩(階唐)，・占官話(宋元明の北

方雅言〉及i丘代官話の四者のうち，呉音漢音に直接関係するのは，
中古談話である。併しその本質を明にする には，近代官話及び占
官話の音韻論約解釈から多〈の示唆をうける。依って紙面のfl;す
範囲内で， まずこの二者について略述する。(音声記号は( )印
音韻記号は j /印J
第ー節， 北京官話

工母者系 主母音ーは / "， ;)， u， i /の4:Ni
で，均斉のとれた配置を示7・。
外に半母音として，/j，w，r/

が存在する。
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、・ー

舌頭ニ肖 dental stops t h 
歯頭音 rlental sibiants ch 話

歯上背 retrofJex sibiJ川市 Icr chr sr r 

舌面音 pabtaJs

.:3: 音 guttraJs

喉 音 Iarynga)s

� � 
Ic，l chj sj j 
Ik kh' h C-!J) 1 

名称は多く中国古来の習慣に従った。出気省の気流はIhlの
allophoneと解釈する。(例えば， (tつは(tx)であり，消
鎖的には Ith/)。ますこ

属音のわたり Iwl 
歯上音のわたり Irl 
舌国音のわたり 1 jl介

と解釈する。Ijwr/ は背は介母で声母とはならなかったが，

中古にIj/， 古官話で /w，r/ が筒母として登場し，近代官

話では延Ijan/， 然lran/ ，碗Iw:m/の如<. 3者とも声

母となりうる。淡諮全体としてみると， 半母音/j，r， wlは次
の三役割jをもっ， Cイ〉声母のわたり。〈ロ〉独立し?とわたり
音， 610ち介母。〈ハ〉声母。H氏の体系では， 属音はIpl型

でまbるが， これは音声的事実に反するのみか，
爆音 Ipw......; Iwl 
歯上背 Icr....../ /rI 
舌国音 Icj……1 Ijl 

という均斉のとれた体系を成さなし、。まずこK氏がIwanl Iw 

a!J1 0)阿査員母を認めた誤は(私の体系には此等の韻f誌がなL 、〉

/627型を認めなかったことに由来する。H氏の憾では，
(片目/ 純分門鵬痕臨参

1 wanl 1 1 1 1 1 1 1漏1 1 
J la1J1 崩籾風象吏坑恒/増曾…

l/wa1J1 1 1 1 1 1 1 1翁1 1 
の如< r温， 翁」 が孤立す る。 私の体 系では

�司、 〆'ー、 �町、 ，-司、pw phw fw IllW w k kh h・c ch... 
lanl奔設 分 門�n限・H痕恩忽参…
la1J1崩間 風袋翁�坑恒/糟曾-
の如〈空欄を生じない。厄音を「仮合口」として扱うのは，
中国等韻家の伝統である。

第二節 中原音韻(1324， )司徳治〉の沓糸
中原音韻は古官話の代表的資粉で， 私は始めてその首韻話回ï句解

釈を試みてみた。
工 母音系主母音はlaeaouilの し一一 一一一 u

6極で，北京諮に比べてle，olが多い \ � / 
恥半母音 /j.wれい よ\ーと--10

E 韻母系 48韻母， . \ / 
ゼロー w- J- JW 忠原音i 密 \ / 

I a 巴 wa蛙 ja 牙 / 山家航l 孔I
| 吋哀 waj歪j吋議 / 皆来

1:げ J aw奥 waw郭 jaw矧I / 苅議1/2
1 :m安 wtLn脅 Jan顔 / 寒IU

l 吋 占Ó wa1J網ja1J羊jWtL!J王 江陽
l 川 崎 1 jtLll1!首 / 既成

。σ3 



(5) 1 j;m / ) � � /jio/ 
/ j<1lD/ J 

(6) /ju/�/おi/ jW<!In/→/j;ïn/ 
北京語では お が単一の複合ブオネームとなる。

(7) / jW<!I!)/， / jU!)/→jU!)/ 
(8) / jo/ je/→/ j<!l/ /won/ /wan/→/wan/ 

古官話の/0/ は北京語では 存 在しなくなる。 因みに古官話の
/0/ は 日本の唐宋音 に反映している。

中古漢詩(漢音 ) I 古官話(唐宋音〉
j裟/phW:L/ パ I /pwo/ 湯婆タン主
l火/hw:t/ クワ I /hwo/ 火縫コタツ
J級/thwan/ ダ:/ /twon/ 椴子ドどス

i暖/nwan/ ナ:/ I /nwon/ 暖簾Jレン
班 声母系

�、 ，..-、、 � -
属 音 /pw氷 p hw磁 F�風 W無 ーや梅/
舌頭音 /t来 th 光l来 日 緩/
歯頭音 /c 早 ch 従 s 雪 / 
歯上音 / cr枝 c hr春 日上 r(抱J / 
舌国音 /crj校 ch rj春 日j上 rj(衣J / 
牙 音 /k見 kh開 h肉 !J (我J/
喉 音 / .(安J / 

漢字 は 藍t誌の早梅詩二十声母(10韻略�;i藍」所載〉をあて は めた も
の， ( J印内は平梅詩にないのを楠つhもので;lDる。/!)/は戸母
として は北京語に存在しないが，古官話;こは存在「るく倣/!)o/， 

/j<!l!J/→/ ji!J/ 

-一
2

1一
2

1一
2

微

党
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徴
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文
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尋
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踏
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率

先

謙

譲

魚

東

対

r 0阿 wo儲 jo約 /10/ � 
l / wo目碗 / / 

<!Ij黒 w<!lj為 / / 
<!IW欧 / j<!lw尤/
<1n恩 w<!ln敦 j<!ln陰 jW<!ln雲
<1!J登 W<!l!J汚J，(ヌ) j<!l!)英jW<!I!)栄〈ヌ〉
<1Jll森ー / j<!llD音 / 

( / / je爺 jwe月
I / / jew要 //e/ ( I / / jen延jwen述
\ / / je lD塩 /
( u 呉 / ju魚 //u/ < 
l U!)翁来 / jU!J用 / 

/i/ {i支資 / ji衣葵 / 
古官話.北京語を比絞すると ， 次 の差がある。
(1) /aw， jaro ， jelD， <!1m， j<!lm/→ /an， ian， <!In， jin/ 

韻尾/-m/ は /-0/に合流する。
/waw/�/aw/， /jwa!J/wa!)/ 
/W<!I加且H】/-イu叩n吋/， /W<!I!)/-ヲ/U!J/
/ jan/ ) ，. ， / jaw/l 

� � /jan/ ， r " ， �→/jaw/ 
f je n/ ) / jew/ J 

/ jarn/ 3L→/ jan/ 
/ jcm/I 

主母音/e/は北京語では 存在しな〈なる。

/<!I/ 
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倣/O!J.w/.仰J/ohJ/等〉。他は北京諮に近似しているようである
が，実は彊大な差がある。

中古筏諮 占官話 北京官話
F也、�阜

( 
C)" J:l!l 

( 

畠

掬

将

鈴

キ目

chr:O!J そり舌化
( 

S.J一 民1・J- sra!) 
C-J'IO CJ:I!) 

eh・ー (:hj・10

tヨ】ーー 封一一ー一 H.J"!l 
魁 l川寸小?汁吻l
萎 k凶h一I kh一 c出hリψj主"0

|舌面i化して1'11和「

杏 hー ノ hー! ぶ!) I 

�II古の舌iñi背は北京語では そ り舌苔ーと なる。

/cj�crj→cr/.即ち/1'/ (そり舌要素) / j/ (舌回要素〉を駆逐

したと解釈できる。似しその為に生じた舌而音の空欄は.歯M背，

牙喉音の口蓋化により埋められる。/cj� cj/. /kj→cj!。

北京:諮/a.t/ (児，ニ，耳Jが生じた理由は，次の如くでゐる。
古官話 北京官話

工 段 l一一→/cr chr 81' ar'tl./ 
E 段/ヰ ぷL Z r児/一I →/Cl' chr sr l'人/

〆ー、 、 ---ー、、 〆ー、、 -、 l
111 段 /crj chl'j srj I'j人/ 一一 !

"(i官話のそり古・の程度はなお低<. ll. 1I1!段に止るが， 北京語で

は在来のJI[が江に上る 。 在来のn は当然I に上.る。 この趨勢lゴ下

い，庁官話の/r.i!は/1'/となったが，I11官話の/1'/ は極度の

そり舌音/ar/となる。 ひ3
/cj→c1'j�cr/は音声的には. [抑]→[tSJ→[tnを示す。中原 的

背韻の/Cl'j/ [tSJ 型は， 次の 如 き音韻論解釈によって え られる

ものである。中原音韻の支思， 斉f政両韻聞には， 次の分布が存在

する。

ロ��♂7771t
支刷1 1 ////// 1 資糊 | 支差仰児

斉微韻 | 箆 低 肌 | 糊西 I / / / / 

1 /  / / / / 

|長日制It日衣
支恩， 斉微はJ:!IJlkìlH図のJl:f.廷であるから， その主母音を/j /と

する のが 自 然である。 すると ，
| 支思韻 /i/ l x X X |州州μ

斉微凶 /什jiν/ I /ハtj引iν/人， /ルk.川附.iρji川iν/ Iυ/c州Jρi//cぬ1，サ巾.iρ川i戸川iげ/ん. /μ符寸jρi/
となる。 次に/c/猿: /c:/鎖を比較すると. /c/・./ç/ 
/ch/・/.:;h/. /8/・mの聞の関係は全く併行している(前者は舌

尖音後者はそり舌音〉ο而も双方共に apicaj sibibnts でゐるか

ら. /c/がそり舌要素J'Wち/1'/の前において/cr/ となると解釈

できる。
/c ch l' / 歯頭音

/cr ぷ� ;;; 1'/ 歯上背

最後に5.胤とる類とを比較Tると， 向者の聞に補い分つ分布が
存在1・るω〈前名は/j/のないi'�Î節に，後ポは /.i/ のある日節に
だけ現れる〉
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に現れ ，北京語ではglotbl stopで ある。 これは半母音/j・ r .

w! の 九lJophone とみられる可能性もある。併し /・/は無声ハ

レツ音， !j.r.w!は有声マサツ音で ， 音声的性絡が全〈異るo �Il 

古漢詩の影母が/・/の母体で ， 宋初庁官話で泊、i島区分が消失しずこ

際も/・/は険調に!j. w!は陽調にスった。中i吐韻図も必ず移母

合独立南母として;認めている。 よって私は/・/を認め，北京諮に

もそれを認める 必要があると 思う。(干"brtJl1田川1氏が/・/ を認め

ないのは妥当で ない。〉

第三館i 中I�Î漠諮〈広韻〉の蛍系

I序説 ル11・1引英語の苦言系は従来次の材粉により干l}j蒋せられた。

(A)中古の倍音(呉音， ì喫音， 蝕南2えび朝鮮E英語)， (.8)現代

方言(官話， 英語， 号諾， 問認， 谷家藷等) (C)附唐の韻替の反

切σ切韻J -602， r蔚韻J-751， r股韻J-1∞8等)， 中でも安本とし

て「庚韻」が意視される。 (D)中間: (宋元〉の韻図。1:11でも初期

の作としては「韻鏡J7:Æび「七音略Jo ( A) (B)はB. Kur抱ren

氏の比絞方法に於て活用されたが ， その材殺が音声的観察に基い

たため， K氏の再縫した中古音系は， 音声的細目iこ拘泥して ， 有

意味区分を看過した憾みがある。 (C)(D)は共に何らかの 音頭

論的立場から編纂された主主要な材斜であるが， i?�"欧の学者は東洋

的思考法に熱しないため， 11-'-<その真意を看過した。次に在来の

学説の基本的欠点を列挙Tる。

(1) 韻図はシナ的二元論(4=2x 2 

西欧の学者はこれを見誤った。

両 組はすべて sibilan trs で あ り ， 而も/cr! : /とん!chr/ : !品/.

/81・/ : !5/ /1'/: /í'/の関係は並行している。CI前者はそり舌音，

後者は舌商省〕。故に c1'が/j/ の前に於て ， / cr j/となって現れ

ると骨平釈 することができる。

/Cl" 什u" 附 r / 歯上音
_WL--，穿(務� H 

/ c:r j c}川 町j rj .i I徐/ 舌而音

かくて我々は(crj/という形をえたが， /r/はそり舌， /i!は古

田の要素であるから， / cr.i/は疋に双方の要素を兼ねた[tJ) -e 
t;，る。l=t:快の36字母はこの両方をrMf:i穿滞日J1母で表すが， iT:腕

には此の同組を含む。(等韻図 の3等は介母r. rjを含み4等は j

を含む。中世韻図 が正歯音を3等欄に配するのは， それがcr j型

と なっていた為である〉。 さて 等韻家は日母を窯憶の消音と解j­

る〈徐孝の「等韻図経」等〉。故に

広J cl;i: j s;j ;;; は音声的には，

[ts， tJ' J. 13)に該当する。

/rj/宇(13)でゐることは，特に注目を要する。

/・/は他の子音的声母を伴わない音節〈安/.un/欧/.<)w/等〉

衣
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介母 主母音
rr内転1 等 ゼロ back ， 1洪音〈直音)J閉r - v ，� ，，� �， tn外" 2等 ゼロ front 

( 1 百I � "...�， /<U_ _'" ( 1内"3等/r//rj/ centr:d-middJe 
I � n細音〈撤音)/I -"，"�，r� � ' ln外"4 等 /j/ front-n arrow 

呼I _ �，_ �__ ，_ -'0- _ "， ' ( 1内" 1 等 /w/ ba ck I d I 洪音 〈直音) 1 
( 立合I

- V' � ，� 
� ， l n外" 2 等 /w/ fron t 

I "rr {tht....... ...UL_'，. ..... ( 1内"3 等 /rw//rjw/ centraI-middJe l rr納i 音(働音)1lrr外"4 等 /jw/ fron t-narròw 
(2) Karlgr en氏も， ますこ始めて中古E英語の音査員的解釈を試みた

SomueI E. Mar tin氏(íThe phoneme s  in an ci en t chine seJ 
J.A.O.S16)も， 助者3，4等の区別を看過した。3，4等を峻別する
必要は， 中l止のあらゆる 韻図に明示されて麿り， 朝鮮勉南及びわ
が 万葉ガナの借音からも， 証明 する ことができる 。 (拙稿「中古漢
語の音 韻的対立」ー中国学会報工〉
(3)効音 韻は次の4類に分つべきである が， K氏はa.β・7.の3

分類を行ったのみで， 而も何らそ の音韻治的性格にふれていな
L、。

介母
(イ〉 純3等 韻 微欣文元厳凡〈え〉 /r/ 
(ロ) 34等 単韻 *鍾魚良之尤陽蒸 /rj/， /j/ 
(ハ〉 担 等 複韻 真仙)j日支祭将侵;協(m) /r.i/， / j/ 
(ニ〉 純4 等韻 消幽iô!ê /j/ 
外に 仮4等 凱があるが， これ は直尚 である 。

(イ〉 はK 氏の β類， cロ) (ハ) (ニ〉は出獄， 仮 4等 韻はV
類にあたる 。此の 4類の字音は， 次表の如き特色ある 分布を示 � 

し， 一様に取扱うことは許されなし、。

|騒 音| 牙喉音I 1 Iそり舌音!舌面音|歯頭音
純3 等 韻 | 丙-r k-r h-r I X X X X 

担 等 単韻 E| 3(PFrj lz-rj，Lrj lfj t(rj cri }l4( cj， j c-j 

3P;-rj k-rj h-rj I-rj Írj ;;;:; 
担等複韻

o1P;-j k-j h-j l-j X 

純4 等 韻 pw-j k-j h-j I-j X 

三種の介母の音声的性質は次の如くである 。
/r/ 純3等 辛口〕
/rj/ 3，4等 単複韻の3 等 宇〔工〕
/j/ 3，4等 単復韻の4 等 キ(i ) 

X X 

cJ. J C-.J 

。J. J c-J 

(4-) K氏のV類は切韻時代直音であり劫音でない。併し階唐聞 に
4 等 封曲者に変化しずこから， 中世韻図で4等 欄に記入する (仮4

等と L 、う)，

斉/ej/， 粛/ewん先/en/， 者/eÐ/， 添/em/
仮4 等 直音i説は，次の三点から論証される 。
(イ〉 広韻反切で は， 1，2 等と仮4 等 カ司直背反切を示し， 劫音

3，4 等と 泉る 。



喜善が分周される。l{氏はこれを(k): (kj)， (k h): (khj)…等
の如く解釈した。この喰化説(Yodi cized t he ory)は当時/q/:
/k/ (又は /k/ : / c/) の如き， 音韻3帥司対立の存した如き錯覚
を与える。これ は反切法が 実用 の工具であり，科学的分析の方
法 で はな いことを見誤った結果である。反切は二字音を集約し
て， できるだけ円滑 に字音を 表出しようとするから， 下宇治:鋤
音であれば上字 にも劫音字を， 下字か喧音であればよ字 に もl直
音字を用いる。故に通説の如く上字 に声母のみを， 下*は韻母
のみを 表すと は言い切れなし、。 かくて反切上字は下字の直音を
暗示するが， さりとてそれが /k/ : /kj/ の対立を示すわけ で
はない。 また饗えK氏の如<， /k/ : /kj/ を認めるとしても，
前者は直音， 後者・は劫音だけ に現れて「有tJ，、合う分布1を示す
から， 音韻論的 には/k/ を涼めるだけで充分 である。

以上の修正を念頭 において，1:1.1古古来を省韻論的に持病してみる。
n， 母音系

中古漢語

l1'l σコ

中古の 主
母音は，

/a，ε， 
A，:>， e， 
ó'J， 0/ の
7稲で，
省官話 よ

り /e，

は
古 官話

CW.I 

。

11") 

i}. 

ll') 

千， 古寒切 看， 苦寒切

開，古閑切 恨，竜��切
堅， 宙掌切 主主， 苦堅切

複， 居言切 探， 丘言切
聖誕， 居延切 慾， 去乾切

/k/ /k h/ 
1， 2等と仮4等には直音性の「占苦Jを用い，他の劫音韻 に

は劫音性の「居丘去」等を反切上字とする。
(ロ) 1，2等と仮4等とは字音の分布が等し(， î幼音韻 のよう
に劫音1全学音は現れな L、。

P k t 1 I c rj cj j 
1 怨10000 I / / / 

2 {I[I I 0 0 0 0 I / / / 
仮4先10000 I / / / 

3，4等仙1/ / / /10 0 0
〈ハ〉 タイ漢語で は， 仮4等は直音で現れる。
(仮4等 盤附 千附直音
3，4等複韻 事f(kien) 箭(sien)…劫音

仮4等は筒唐間 にbreaking の現象 により純4等化 する。
奔/ej/→/jej/ 粛 /ew /→/jew /先/en /→/jen /
育/efJ/→/jefJ/添/em/�/jem / . 

怒琳の「一切経音義J (780-81O?) で は， 仮4等の反切上字
が， 居， 去， 丘等の効音字をとる様 に変ってL 、る。

(5) r広韻」 の反切よ字 には， 古:居， 苦:去， 呼:虚， 布:非

故 に仮4等はI宣音
i�主である。

出様
山

先
元

仙

u
等

2 等
イ反 4 等

f純3等
\3，4等複韻

伽明
dm
h別
総
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M締
高
畑
山胸
囲
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^，ヨ/が多L、。 その代り， 中古には高母音/i， u， /がない。放

に中古「中i止にかけて， 主母体が総体に「高〈なった」といえるo

E史認の音節は， 原則として菱却を成九

�r、............._・ 従って(c)の主母音には，

ぐ I I . _/" なるべく広めの母音が望まし

A 子、J�- 闘し原初的憾に近ずく程，

声母 介母 ら 主母音 /i， ll/の如:き高母音は姿を消

す。 ますこ介舟の初頭に凶たり， 部1尼が閉じなかったりする姿も，

吋代に測るほど稀になる。 K氏の':11吋音系に用いすこ主母音ーは141ill

であるが， 私の体系では7 f.if(I::-すぎなし、。

K氏説[11・0) râ主凸口白) (a ;j) (ä 12 れ) (ee) 

監禁党;1$å /・1/. !E・A. 'Jj， /コ. a. 0/， 

'11'，1了にも半母背jj.r.w/がある。
'1[[， 飢母系

ーゼロ ーW

開 a歌 :tW家

令 官白.文 / 
斉 / / 
撮(rwη文) j 

関 j / 
合 / / 

/;;，/ 
斉

自en先
wenうじ
(3jen真3

jen真4
(山山3
jwe n 主4 Jwe!lt，.:j' 

e!l青
we!J青

je!l清

enl添

/ 
開 / ew刻 ej斉

介 / / wej斉
(巾支3 (rjejllH3/ 斉je支4 jew�!;l \j�jJ ij日4

撮(r iwe 支3 / ( rjwejlH3/jwe支4 I \jlyej )]114 

je/ 

O!J耳L
WO!]冬
r-jO!]]:l[ 
トjWO!J鐙

E腕c1'U EW肴 Ej夫({J) 12m街 eil抑U E!J唐
WE麻〈怯) / wej央C{l) / wen刷 、iVe!]唐

(r iEW吋rjej3祭 (rjEm塩(rjER3411 r jEW 4 符 jE j 4祭jEm塩JWEn自li rJwE!J 

(cjwEi3祭/ (rjw州r、
jWEj 4祭 jwEHfillj vE!〕唐

A!J耕
WA!J耕

/ 

'J!J1工
/ 
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t、。。

仏)直音韻1等: 2等:仮 4 等の区別は次の原WJによる。

1等/:..0・<1/， 2等/�.:>.A/，仮 4 等 /c/

古文に2等母音 は常に中間音である。

/�2/ ...…/:tJ/-/C4/ 0)11'間沓

/コ2/…・・/�J/-/OJ/ の中間音

/A2/…・/nJ!-/<ld の中間音

従って音韻官制ÆJtこは， 2等韻は常に「弛みf音J(記号〉印〕であ

り， 弛み要素宇/r/と解釈「ると， そり舌音が2等韻に生じた

理由を説明できる。例えば

上古 中古 上古

(J.JI/→/�n/ (捌) /るn/→/An/ (山〉

/るg/→/�j/(佳央) /匂/→/コv/ (江〉斡:

/c:ìnl→/cγ�D/→/cr�ll/ (歯上官〉

/t匂/→/tr�j/→/tr�j/ (舌上音〉

(詳細は声母の項参照〉

(5)歌1 廊2， 豪1 肴2，泰1 夫2， 談1 街2， 寒1

捌2等は， 中古の有力方言では， [口J : [n.Jの対立で現れた。

併し音韻的には， /a/: /�/ と解釈 「るを妨げない。 而も

f1  歌カ 高カウ 千カY 甘カム
l2 家ケ 支ケウ 姦ケン 塩ケム

等の区別は， この解釈によりーそう明白である。

{ �歌川奈川泰川談/am/寒/:山/

2廊jEf， 肴/�w/， 夫/�j/， 街/�rn/， IJIliJ/�n/ 

併し直音/�W/ (肴) :桜j音/j�w/ (符.1 )とでは， 同じ/�/

純3等

ー一2，，，， a ，J' ，，，，a・o ff ，，t 
a ，，F 11"占

呉音

‘IV) (1 ) 

/r�j/微の如きは純3等， cze;委の如きは3，4等複韻， /トj<lj/

之の如きは3，4等単韻〈版牙喉沓，幽上，舌上音は /rj<lj/舌面

音は/j<lj/ を表わす。以下本表の説明を略記する。

(1) 主母音と介母の聞には次の関係がある。
主母音 介 母

川M � /r/ /叫

/c/ /�/ /rj/ /rjw/3 ) � 3，4等複韻
/ j/ / jw/ 4 J 

/rj/ /rjw/ 3 1 p，4等 単 韻
/j/ /jw/ 4 J 

(2) 内転(back) :外転(front)

は右図の如く区分される。

但し江/:>Ð/は陪唐聞に/'ò.Ð/ /aÐ/ 

に転じ， 皆/�j/， 山/�n/， 威/f!!.m/

等も/�j， �n， �rn/に転入するから，

中・l止の韻図では外転に入る。

(3)軽底化(f)は

介母/r， rj/を

伴う外， 主母音

に次 の{際件を必
要とする。

191歩の軽感化〈中化〉

は， 唐の惑琳「一切

経音義jに著しL、。

，tJ 

ιr) 1;1 

�Wf化

如
水和
世田4
加穂
高
綱
臨
画
号



の音彩が迷う。(jの後の/'è:/は音声的にはより狭い)0 /k'è:/ 

/k'è:w/…〈牙�侯音〉は， 古官話では/kja/ /kjaw /…となる。

(6)喰:泰， 談・翠 は1等震韻で，古官話では /a- /に合体する。
私の表では主母音1';:， /; /乱/ の区別で示される。

(7) 夫-皆， 街 :威， 刷:山， 庚.耕は. 2主宰京韻である。 唐代
泰音雅言では両者は合体する。私の表では主母音/芭/ ; /^/で

示される 。

(8) /コ/類には江韻/コg/だけで， 他は空欄となる。 (k氏は江

(<19)とする。 αは u-oの中間音) /コ/ 類は上古に幾多の仲

間を擁した大きなグルーフ・であったが， 中古には「江」だけを

残し て消滅し?と。故に・江も 亦頗る不安定で， 六朝第一j切には江
~京銀が合組しなお /コ/ 却であるが， 二三j切には唐陽と合 崩

するから. /'è:g/ (吋〕に変化したらしい。〈玉カ氏一「南北朝

詩人周到考J一清水学報11-3)

@ /e/ M 類に於て は劫音韻全部カで3， 4等複韻を成すのに ， 消・

唐だけが単韻である。 突 はE健治が合し て 3，4 等 複韻を成 すべき
である。
K氏が庚を純3等(β類〕とするの は誤で， 庚には歯上舌上音
を含む。 ま ずこ清 は純 4 等で， 舌国音cj を含むの は 当然であ
るが 外に舌上音(3等的〉 を含む 。 こ れらの矛盾 は， 唐清を併
せ て3，4等複韻と解すると始め て釈然とする。六朝夏侯詠の「 韻
師事J (侠〉では， 唐清 はー韻であった。私の表では

r 3 /rj'è:g/ /rjw'è:'J/ 庚清 Y
l 4 / jeg/ / jwe'J/ 

と解釈 する が， 一応阿部に分けて記入する。 一
(10) 蹴・ 佳に は荷額の字が多い〈禍.調.窪等〉。六朝陪徳明の「経 U 

典釈文Jでは， 廊佳の別がない。 まずこ唐の王仁附「干u謬補欠切
韻Jでは， r広韻J t異り， 佳 は斉祭泰佳皆夫〈ーj�Dの系列に

入らず， 玖究脇佳(ーゼロ型〉の順に並ぶ。中古の佳は方言によ

りM /'è:j/の間を浮動していたと思う。依て私の表では，廊

M一夫/'è:j/( 去声のみ〕の 次に括弧を附し て佳 を記入する。
(11)仮4 等 は唐代にお化し て. 4等効音と合流す る形勢を生t

る。

仮4等 奔/ej/ � fjej/ 1 
4 等槻j音 祭./j'è:j/ f 
仮4 等 添 /eJll/�/jcJll/ ) 
4 等働省・ 塩./j'è:Jll / J 

f皮4等 璃/ew/�/jew/\

4 等効音 幽./jew/ � 
年お/jew/ I 

(12) 南北朝詩人の押 韻例では，

先 /en /� /jenn
flll./ jen/ ) 

'l-"f /e9/�/je9/1 

消/j句/ J 

側:寒/an/ 桓/wan/ は合用する。
山元:痕/an/ 魂/wan/ は合用する。

「広韻」の配列では
寒(25) ; JBliJ (26) は近い。
段(21) /r加/・走�・魂(23) /wal1/痕(24 ) /al1/ は

近い。

呉音では，



u 

e 
\\釘\ε 一ーープ3

\トぷ/
: �� a r'， 

主母音 /�・A・'è / の消滅 は， つまり2等韻母音〈弛み母音〉が
全部消滅 したことを意味する。
さらに，
玖=/:1/→/0/桓/wan/-/w on/等
続/0/→/u/東/oD/-"/UD/ 等
支脂之微/re.je，. rjej jej， r-j;}j， r;}j/→/rj ji/等により古
官話には「高い母音」が生じてきた。

(14，)奈良朝倍音におけるイ ，ェ， ォj段の甲乙類の 分周は， 概ね次
の如〈説明さ れる。

円馬

詔

一般にオ甲

一般に エ甲

一般に エ甲

古官話元は(ön) (]悠コ::/， 言 プゾう痕も (ön)(根コγ〉
で近似している。

以上により元 の主母音 は /h/ (;)に近い〕 である。
まずこ南北朝詩人 の用韻例では，
皆 /hj/:恰(;}j/ (灰W;}j/ は 合用ずる。
呉音では， P台を〔δ) (合ト〕とよむと共に， 廃を〔δ〕とも よ
む(儲ヲ〉。 山元 の例に 倣い ，皆/hj/擾/uj/と定 める。 以下
これに 倣うと， 次の体系をうる。

2 等 刷('è目/ 佳央/'èj/ 街('èm( 庚('èD/
2 等 IlJ / hn /皆 /hj / 暖/ふm /耕 /hD/ 

純3等 元 /rhn/ー援/uj(厳/ rt.m/
但し唐初に2等窓 韻 は /'è/類に合涜 し，唐代泰音雅言では，
元厳廃も/ rt.- /→/ r'è-(に変り，3，4等 複韻の3等に合流する形
勢を生じた。ぐ占官話では (a-/， /je - /に分入ずる 〉

2等 JlJlIJ山/'èn/ 佳夫皆/'èj / 街成/'èm/
純3等 元 /r'è吋1援 / r'èj( 1 厳/ r'èm( 1 

3，4等 複韻 f3仙( rj'èn( J祭/巾j/)塩/巾m/J
l4 仙/ rj'èn/ 祭/j'èj/ 塩/j'èm/

漢音はこの崩 れた体系を反映する。(建コゾ→ケγ，厳プム→
ゲム〉

(1訪 中古→古宮諮問 の主母音の簡素化は ，次 の経 過による。
/コ/の消滅(8項〉
/h/の消滅(1安時
('è/ _の消滅(5，12項)

古中
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りg(は オ乙， ェ乙， イ乙，
りo( (OA\/ /Of)/ /WOf)/等一般に オ甲。似し魚/rjo/は/rj/

を含み， かつ円属性が弱いからオ乙， これに反し，挺/rjwo/
は / w/を含むからオ申。
本("W(家はオ甲。
本(e(は一般にエ甲，但し(re-(はエ乙イ乙，Jje-/はエ甲，
ーイ申。

* (8/は一般にエ甲，(/8j， 81)， EW /等〉。但し(rE-(はエ乙，
(j8-/はエ申。

* (A/ はー般に オ 乙 C/rAn， rA.i， rAW(等〉。但し皆(Aj(， 山

/An(は夙に/8j，EJl/ に合流せるためエ甲。
(15) 央省中に合む特殊な現象，J;!JJち斉〈ーアイ〉消背〈ーヤウ〉の

訳音は，中古淡諾の音韻表 からは説明できない。切韻系以外の
特異な方言的要素と解釈する外 はない。

IV 声母系
属 音JpW常phw務pfiw立を'. I Imwg 
舌頭音Jt 端th透tfi 定 1 In t尼

舌上音r l tr' fu 10; I 1♀ iI知 徹 澄 I I 娘l 〆ー、 〆--.. 〆--..1 t r thrj tfir j Inrj 
歯頭音 Ic 精ch清cfi従 s心 Ish(r j)牙

歯上音 { l er chr a3 5 
í l 舵 初 見本 航I �、 〆'町、、 〆ー、、 �、
、 I cr j chrj rfir j SC，j 

正歯音|訂N� ;;hj穿ぷ)神百〈五j)審liE)(G静(1可(hj)日

j�lij)司令t
牙 音 | ・ 見 kfi渓 M 群 I I !J疑
喉 背 1 .影 h暁 H匝 Ih円二

牙日審榔徐については， 一次的二次的問解釈がある。中古音系自体
に即して いえは・，一次的解釈で聞に合うが， 音。韻史的に上古中ð

の対応を求めるには， 二次的解釈を必要とする。

邪 審 概 戦
一次 ( sli / ， (sj ， s訂，j / 
二次 / rj( ， (fij， lij ， fi j/ 

以下前表の解釈法を略説する。
(1) (h/は無声 気者，/Ii/は;布声気背である。 討， Marti口氏が，

中古の[t t' aつを，(t.th.tli/と解釈しずこのは， 今日の英語

に対応するすぐれた考えである(英語の消音は[tfi， pli， kfiJ 。 。 。
であるλ次に殴匝は， K氏が[ x ， ""óJと考訂したが， �は�l.'古

以来南北で音声的に�る。
暁 | 医 和 恵 回

南方喉音[h1 I [目〕臭音ワ行ワ ヱ ヱ

北7方舌根音[xJ 1 ['yJ淡音カ行クワ グエイ クワイ
. ìÝi �(j 

故に〔玄.hJ:[""ó.hJは，音韻的には(h/ : (日/と解釈γるの

を妨げない。さらに無声出気音の気首を/日/， 有声出気音の気
予言.-を /日/の aJ]ophone とするのも， また自然な解釈である

(第一1!fi参mD。この解釈によれば， 中占→・古宮話"における治判
区分の消滅は，次の如〈説明される。

等
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中m 近代

oかみsr 'dr/ 

i cr ιhr sr rP Icr ;}i'r 57 r/ 
m /妊 初 林 民今tB dbar 
Wノ5照荷吋吋審崎町メJ

それ は正に Jc rjJ型(t J)である。
ゃっ 多数 の歯上音ヵ:3，4等単 複韻 の3等(介母を もっ〉に含まれ

る 。 それ は当然
的 ()j旨査員3，4等複韻 の3等) /srjej/ 
疏 (魚韻3，4等単韻 の碍) /srjo/ 

であり， / Hr/ [$ ) 型 とは解釈できない。
〈ニ〉 併し一方歯上音は2等直音に も含まれる。古い査員曾程，

「歯音類隔切」がふえ， 歯上音が歯M音に混同するし， 諸声系
や広韻間続 の頻度率で は， 歯上歯iïJi の関係が最 も近い。故に古
代の歯忍i音が， 2等の「弛み要素J (宇r)の前に立つ時， 歯上
背 となった と解釈される。例2

上古 rj-I古

跡U / 封印/ (=S"-)→/sr�n/ (側副〉
梢/ ö5g/ (=sr_)→/;;;�W / (肴rr:i1)

弛み要素 は 韻母 と戸母の双方に働くのである 。 2等は直音 であ
るから， かくして生じた歯上音は 自rj 型ではなくsr 型 であ
る。故に中古 の歯上背 は厳械に は二知ある 。

2等韻ー/ ;.;， ;;hr， dir， -::r / 型
3等韻一/ c rj， c h rj， cñrj， Hj/ 型

中古
{ 平声 →/ th a/ (/ 目/→/ h /)Jt ña/ � l 灰声〈上玉侵入〉 →/t a/ CI目/ は / a/に吸収〉

(幼歯頭音と歯上音
K氏以来 の定説で は， 中古の歯上音を(t e)型 とするが， 実 は

・(t !:)( tJ)問型を含む。
〈イ〉 歯頭音.歯上音〈舌頭音:舌上音も同じ〉は「補い合う
分布」を示す。

歯頭音〈舌頭音〉
( 1 等 o 0 

間2 等 x x 
"í反4等 o 0 x 

or 3 等 x x 0 
l 4 等 o x x x 

放に両者を同一音韻 の alloph one と解釈 する可能性がある。
〈ロ〉 もし歯上音を(t ë)型そり舌音と「れば，

歯頭音 /c c h  cñ B / 
歯上音 / cr c h r c ñr 町/

となる。S.M胤a目川r吋t山氏 の解釈 はこれだけ で終る弘。併 し川4中中.\'，佐品今古
宮話→北京語の間に， 下図 のま日き / r/ 要素 の野崎がある以上，
中古 の斑初林疏4母は， JcrJ型より一段そり舌 の程度 の低い
状簡に在ると見ねばならない。

歯上音 (舌上音〉
x x 
。 。

X 

。

hm
Jm
h別
総
4

億
穏
伽世
俗
図
丑



反切で此の両者 を共に}径初}住疏4母で表わし たの は， (イ〉中
原音閣時代に ，36小母で お JF両類 を表したのと同様 ， 音値
が近似している こと ，(ロ〉反切下字に より直効が区分できて
混同の配れがないことのこ原因に基くと思う。 唐末にはcrjが
crに近ずき， やがて古官話の cr となる。従って中世の韻図

で は， 在来の3等歯上音を2等欄にくり上げて餐〈。 ますこ漢音
で も替 /り0 / :疏 /srjo/を ， rショJ : Iソ」 で訳者する過唐
末には昏 /srjo/ :疏 /目。 / に変化していたためと恩われる。

(3)舌頭音: 舌上音
中古の舌上音を舌国背〔亨1型とするK氏の説と ， そ り 舌背
( t)とする羅常培の説が対立したまま， 今日でも未解決である
が， 卑凡で は両説と も妥当でない。 このぱあい も全〈歯頭音:
関上背のばゐいに併行する。
(イ〉 舌上着 は3，4等 単韻複韻に現われ ， 而も1-音字 を反切下
字とする傾向がある。殊に唐代の懇琳「一切経音義」で はそれ
が徹底している。例;哲知列切， 捗知力切 ， 展知議切， 柱却後
切等。( 舌上音のわたりが /1-/に近似しているとすると， tl
thl.... 等の解釈 も不可能で はない。〉然るに/1/初音は， /r/ 
ほどで はないがそり舌要素 を含み ， / j/ほどで はないが舌国要

・素 を含む。 即ち/1/ー宇/rj/である。 然らば 舌上音は trj で あ
る。
舌上者 は2等直音韻にも含まれる。 古い韻 書など「舌音類隔切」
がふえ ， 舌上， 舌頭の反切 は混同する。経望書異文で両者の区別
のないこと は， 銭大wíの 「古無舌上音」の論文により 既に数の

百年前に論証せられた。諮戸系統や広部同校例でも ， 両者の関
係カ鳴に近い。故に * /c /+ 弛み要素→/cr/ と併行して，
* /t/+弛み要素 →/tr/ とするの は， 当然の結論である。例 ，

。事ij * /tコg /→ /trr;;w/� /trr;;w/ (肴llil)
2等韻 は直音ーであるから ， 多少と も矧l音的な trj をここに予想
すること は許されない。故に中古の舌上音も正確には 二類ある
(反切で知徹澄娘4母で一指したの は， 在側休疏のばあいと問
じ〉。

2等韻 … tr， thr， tñr， Dr 
3等韻… trj， thrj， tñrj， l1r j 

中世には， t r類-cr類 は合流し， trj-crj類 は合流する。
(�用賀る知 照 ，徹穿 ， 澄燃の混同 〉

中 古→唐末→古官話 近代官話
cr荘〈図上〉→c r \ \ 

crj荘(歯上〉→cr � cr I 
tr 知(舌上)�trl i;;;' 
trj却(舌上〉『trj l J77 | 
Z了 照(正歯〉→�j J --. ) 

此の 中間段階を反映するのが漢音で ， なお 舌上音をタ行 ， 面上
E歯音をサ行で訳する。
以上の解釈によれば ， 近似した 次の字音 を， 音韻的に明白に替
き分けることができる。
肴韻(2)瑚 /trr;;w / 
特韻(3)朝 /trjr;;w / 

。a叩



σコ司

系列において， /c/組: /crj/ 組は「補い合う分布」を示す。
然るに 郊に対する相手が 見付からない。srjは(f)であり，
(JJに 官すする濁音は(5)であって， ( 5)は音韻的には /rj/で
示されうる。〈第二節 中原音 韻の項参照〉然らば，

清 濁
心 ( s) /s/ : 邪(z) /? / 
疏(5] /srj/・ o (5) /rj/ 

という関係が成立する。比例式を作ると，
/sj/ : / 邪j/=/芯j: 守/ 内項を入れかえて，
/83/・/吋/= 邪j: 舟 /

となる。自 の最初の成分が/8/ に当るから， 可 の最初の成
分/r/も廊に 該当する筈である。而も 郊は常に /j/の前(4
等鋤音 〉だけに 現れるから， 邪=/rj/ である。 元来

(そ民芦尖音
有声音， マサツ音

の 中から， / j/ のt前でそり舌要素だけが 弱まるとすれば， 残余
の特色素を備えるの はEに ( z) である。既に 郊=/rj/ と解釈
すれば， これに 伴って締〔手〕も二次的解釈をうけねば なら
ぬ， 締 は /j/に舌而i的な有声マサツ要素の加わったもの， 即
ち/訂/と解釈ぞきる。これに 伴い， 審もまた /j/ に舌図的な
無声マサツ要素の加わったもの， 即ち/hj/と解釈される。ざ

れば舌国音は第一次の 解釈の如く歯頭音の aJJopholl e とみて
4行式に解釈せず3行式に 解釈することが 可能となる。

夫韻(2)明/m.j/
祭韻(3)際 広 jõ:j/

似) 舌国音

北京語の解釈に 準じると， 次の表がで きる。
歯頭音 /c ， ch ， c ñ  ， s/ 及川�/
舌筒音 /cj照 ch j咳 chj神L sj審 /
くE歯音 〉

欄 外にはみ出た 邪 ( ZJ と蹄〔手〕は， 夫々心及び審に 有声マ
サツの加わったものとみれば，

心 ( SJ :牙Il..CZJ→/s/・/8ñ/
務(ÇJ :静[手〕→/sj/.. /sf1 j/ 

と解釈で きる。S.M'lrtin氏の解釈がそれで， 中古漢語の音 系
と して は， 一応窃が 通る(一次的解釈〉。
然るに 少しく考えると， これだけでは余りに 皮相であることが
半11る。即ち

歯頭音 { 

/j/験及/稼/

/r/ の特色素
/ c ch ch s/ 
ム ム ム ム(/cr dr chr srf 
L上 L J__ 
/crj cñrj chrj srj/ 

の 系列で は， 明に 邪が はみ出る。次に中古の郭母 は， なぜか 4
等劫音に しか出ない。(外に 4等劫音だけに 出る声母には暗殺/j/
がある。〉ここ に二次的解釈が必要となる。きて，

/crj chrj c目rj
荘 創 林
/ / / 

。
/
/

( .町
霜

外に /牙ß/

郷
/
詳

ザ
/
褒

P仙
/
踏

ぬ
/
鱗

九円
/
将

歯上音

陽韻3
4 
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E念

ヨ
わが上代の俗一吉�l-Io_コ止 〔 ト J . -� ( ト マ 〕 な ど について，

りtjag/→/cjaj /  C照母〉

* /thjalll/→/hjam/ C半年母〉

の如 き変化を考え る と ， サ行f;:-訳せず タ 行に訳 しずごの は ， 上古

漢語の反 映で おる こと が切か になると 思う 。
(5) 牙喉音

匝 . 椴( : 子は 「補い 合 う分 布」 を示 すから， 同一音 韻 / ft/ の
alJo pho ne で ら 号 。

匝

( 1 等 O
fti i 2 等 O

、 仮 4 等 o x 

鋤 ( 3 等 x 0 x 

1 4 等 x x 0 

以上邪= /rj/. 締 =/ñj/. 験= /目.i/ と すれば， こ の三者は /j/

の v:l riphone と 考 え て よ い。 切削の凱皆消 は ， 決線六j�}1の鮮

側の読背 CGln読〉 の伝承 さ れた も の を集成 しすごので あ る か ら ，

色 々 な方言集音を 合むの は 当 然で あ る 。 現に�I県谷家諾や越時J

| ホn I 淡語の如 く ， 検制tを [Z-J に発音

自 娘 | す る 方言 も 現存 してい る 。 C例， 越

南J 陽 [Zj8!)J . 泊 (zü等J). 第一
1fijで 述 べ た如 く， 半母 音の 語 頭に露
出 す る 形 は ， 後起的な現象で. /.i. 

w. r/ の う ち. / j/ が最 も 平 く 戸母

( I!i! = / 円 /

放に 1 子 = /目r/ /hr j/  
、円余= /fij/ 

�'1\ 
X 

X 

X 

子
X 

x 

本/nj/→/l1j/ l-i 

ホ1 ñ

1仏目 Iりj 荘

*り/μt“川目川jυ/ト_ I /\R j /や制仰iI l 
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となったが， �llï:!îの初期には純粋な /j/ でな く ， 多少と も 子
育的マ サ ツ を伴ったと思 う 。 わが国の 1特殊かなづかいJ の寸:
に ， 喰母字をヂ， ジで訳しずJ例があるが， それ は以上の事情に、
器 く も のである。

第五節 上・古漢語の音系
紙聞がない上に， 国語学障は上古音系との関聯が少ないから主
母音と声母表を示すに止めてお 〈 。

工 会ー母音

E 領母 省略
a. 

品cJl<目 E 声母

総唱E 庭舌頭音音
/*p;. *phw *p円(w *mw/ 
/*t ホth *tfi *1 *ll/ 

-v 歯買真音 /*c ホch *cfi *s / 
i需軍苦

牙 音 /*k *kh ホkfi *9/ 
4申EE 11侯 音 *h *円
国 なお 2 笥;直音の 「弛み要素.1 や. 3， 4等劫音の介母 /1"， " rj. j/喜多モ壬

は， 上古の複声母 (pl. t l ，  cl . k l .  hl等〉 の /1/ の変化せる も

の と考え られる こ と を附記してお 〈 。
一一東京大学講師一一

本図は29](第一節Lf;'京官話の項に挿入すべき ものである。
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